

































れぞれ概ね、吉本忍氏 [吉本 1987] の「交叉組織」・「捩
り組織」・「巻き組織」、J.M. アドヴァシオ氏 [Adovasio 





















































2-3[ 倉永 2001] など）。これは、該地・該期の特徴と













半、中国大陸では河北省磁山遺跡 [ 渡辺 1995]・河南













三内丸山遺跡（図 2-5[ 岡田ほか 1998]）や山形県押
出遺跡（図 2-6[ 布目 1990]）などの例があり、後者
には長野県市道遺跡（図 2-9[ 中村 2001]）の例があ
る。また北陸地方では、針葉樹を素材として密なもじ
り編みのカゴが製作・使用されており（図 2-7[ 山本









[ 任ほか 2008] で、もじり編みの編袋の実物が出土し
ている。朝鮮半島の先史編物資料がきわめて少ない中、
もじり編みの存在を示す貴重な証拠である。
　縄文時代中期には、実物資料（図 2-11 [ 石橋ほか
2005]、図 2-12 [ 皆川・西脇ほか 1995]、図 2-13 [ 新
井 1987]、図 2-14 [ 中井 2007]・図 2-15[ 安楽・藤田





3図 2 東アジア先史時代の主なもじり編み資料 1
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4図 3 東アジア先史時代の主なもじり編み資料 2
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もじり編みの編物が見つかっている（図 3-1 [ 佐藤
2010]、図 3-2・3 [ 佐々木 2006]、図 3-4・5 [ 田辺
ほか 1992]、図 3-6 [ 鈴木ほか 2003] 、図 3-7 [ 渡
辺・植松 1981]、図 3-8 ・9[ 牧本・小谷ほか 1996]、





などの実物資料（図 3-11 [ 宇部・小久保ほか 2002]、
図 3-12 [ 小柴ほか 1990]、 図 3-13 [ 山田 2000]、 図
3-14 [ 渡邊・坂上ほか 2009]、 図 3-15 [ 田海・渡邊
ほか 2013]、図 3-16・17 [ 荒川・石丸ほか 2004]、土















ことが分かる（図 4-2 [ 山本・谷口 1999]、図 4-3 ～
5[ 橋本ほか 2003]、図 4-6 [ 加藤ほか 1982]、図 4-7
～ 9[ 野田・本間ほか 2005]、図 4-10 [ 山下 1999]）。
なお、弥生時代には編布資料はほとんど見られなくな




められる（図 4-11 [ 島田ほか 2010］、図 4-12 [ 川畑・
沢辺ほか 1998]、図 4-13 [ 濱ほか 1998]、図 4-14 [ 野
田・本間ほか 2005]、図 4-15 [ 金田ほか 2003]、図






























































にならえば、4 本以上 1 単位で多経多緯とするのが妥
当であろう。これは、筆者が当該編物を原体とする敷
物圧痕について、「a・b・c× 4＋」[松永 2003] と分








[ 常州市博物館 2001]・江蘇省草鞋山遺跡 [ シンポジ
ウム『稲作起源を探る』実行委員会 1996]、後者では































































































県北島遺跡 [吉田 2003]（図 7-9）・千葉県常代遺跡群
[ 甲斐ほか 1996]・神奈川県池子遺跡群 [ 山本・谷口




連遺跡群 [ 小久貫ほか 1993]・静岡県登呂遺跡 [ 後藤













































































古学研究者の J.M. アドヴァシオ氏は‘three major 
variations of basketry’として‘twining, coiling 
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